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回 答 回答数 割合
反 対 ８６ ３４．７％










回 答 回答数 回 答 回答数
必然性・正当性がない ２５ 既存の教職科目で対応可能 ７
実施時期に問題がある １８ 「教職実践演習」で教師の資質担保は無理 ５
教員・大学に負担が過剰になる １０ すでに類似の授業を実施している ５
教育的効果はない・疑問 ９ 学生の動機付けに問題 ４
事前事後指導で十分 ９ 開放制教員養成制度を揺るがす ３
学生の負担が過剰になる ８ 「教育実習」の充実が先 １
実施上困難な問題がある ８ 趣旨は理解できる １





－１９０－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
表１２ 教職実践演習について、「賛成」の大学に意見（複数回答）
回 答 回答数 回 答 回答数
教育的効果がある １３ 内容的には他の授業でも扱っている １
趣旨は理解できる ３ 対応せざるを得ない １









回 答 回答数 回 答 回答数
趣旨は理解できる ２９ 教育的効果は疑問 ４
実施時期に問題がある ２５ 大学側の教職課程充実への努力が必要 ４
実施上困難な問題がある １７ 他の教職科目との関連が不明 ３
学生の動機付けに問題 ９ 「教職実践演習」で教師の資質担保は無理 ２
教員・大学に負担が過剰になる ９ 開放制教員養成制度を揺るがす ２
教育的効果がある ５ 事前事後指導で十分 ２
対応せざるを得ない ５ 必然性・正当性がない ２







































































〈ア〉 役割演技（ロールプレーイング） 〈イ〉 グループ討議


















① 充分に行っている ② 改善すべき点がある ③ その他









































































































○ 全私教協教員免許事務検討委員会報告（平成 20年 9月～平成 21年 1月）
○ 文部科学省送付資料及びメール（平成 20年 9月～平成 21年 7月）











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－２２４－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
〈 活動計画の例（中学校） 〉
１ 集 会 名 フットべースボール集会
２ 集会のめあて ルールを守り、力を合わせて最後まで頑張る。
３ 日 時 ○○月○○日（ ） ４校時
４ 会 場 校 庭






６ 集会のプログラム （１） 始めの言葉 挨拶係り
（２） 宣 誓 選手代表
（３） 試 合 予選、決勝
（４） 成 績 発 表 係り
（５） 先 生 の 話
（６） 終わりの言葉 挨拶係り
７ 後 始 末 全員が協力して片付ける。
（３） 自己評価の例（中学校）














































































































































































































































第 ○ 学 年 ○ 組 学 級 経 営 案






















































－２３４－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
５ 学級経営の努力点
努 力 点 の 具 体 化 評 価


























生 徒 指 導
・子ども一人ひとりの願いや悩み等を把握し、
個々に即した指導の充実を図る。






























































































































































































































































































○ 江川 成 編「生徒指導の理論と方法（改訂版）」学芸図書株式会社 2007年
○ 牧 昌見 著「学校経営の基礎・基本」教育開発研究所 2006年
○ 瀬戸 真 編著「心豊かな子供を育てる児童理解」ぎょうせい 1994年
○ 瀬戸 真 編著「よりよい生き方を育てる学級・学年経営」ぎょうせい 1994年
○ 福岡県教育委員会「若い教師のための教育実践の手引き（21年度版）」誠文社 2009年
○ 葉養正明 編「教育の制度と経営（四訂版）」学芸図書株式会社 2008年
○ 北 俊夫 著「新しい学校課題と授業の創造」文溪堂 2005年
○ 有村久春 編集「新編 生徒指導読本」教育開発研究所 2007年
○ 文部科学省「小学校学習指導要領解説 総則編」ぎょうせい 2008年
○ 文部科学省 「中学校学習指導要領解説 総則編」 ぎょうせい 2008年
○ 無藤 隆／嶋野道弘 編著「新教育課程を実現する学校づくり」ぎょうせい 2008年
○ 無藤 隆／嶋野道弘 編著「確かな学力の育成」ぎょうせい 2008年

















－２４２－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
年７月３０日）教職実践演習への移行を容易にし、本研究推進のためにも参考
資料として活用できるものと考えている。
今後、本研究としては、次号において教員として求められる資質能力「④
教科保育内容等の指導力に関する事項」の内容研究を深めるとともに、教員
として求められる資質事項①～④の評価基準及び本学独自の「履修カルテ」
の作成に取り組む必要があると考えている。また、本学作成のシラバスに基
づく試行実験を行い、さらに、よりよいシラバスへ高めていく必要があると
考えている。
「教職実践演習（仮称）」の指導の在り方に関する研究 －２４３－
